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はしがき 

 図書館は，情報を求める利用者に対し，必要とする情報や情報源を的確かつ効率よく入

手できるよう，様々なお手伝いをしています。このようなサービスは「情報サービス」あ

るいは「レファレンスサービス」と呼ばれ，図書館の主要なサービスの一つを構成してい

ます。このサービスは，大学図書館や専門図書館はもとより，公共図書館においても，そ

の充実・高度化を図る流れとなっています。また，インターネットの普及等により，多く

の，様々な情報が飛び交う現代においては，その重要性が高まっているものといえます。 

ところが，その実態についての調査は，平成 15 年度に公共図書館を対象にして実施され

たのが最後です。このため，レファレンスサービスの現状やその在り方について検討する

ための基礎的なデータが不足している状況でした。また，このサービスと情報・調査ニー

ズを持つ者の情報行動とのつながりについての実態が明らかでないため，その方向性が見

えにくくなっていました。 

そこで国立国会図書館では，平成 24 年度の図書館及び図書館情報学に関する調査研究と

して，日本国内約 5,000 の図書館を対象とした質問紙調査を行うとともに，調査・情報を

必要としている利用者に対するグループインタビューを実施し，実態の把握を行うことと

しました。また，これらの調査結果をもとに，日本の図書館におけるレファレンスサービ

スの現状を分析し，将来の課題・展望を考察することとしました。 

 

この調査研究は，株式会社シィー・ディー・アイに委託し，同社が次のメンバーによる
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